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1.現状と課題
【現状】

国際アート.カルチャー都市の実現にあたっては、文化、空間、国際の3戦略を柱として取弊且んできた。昨年、国家
的プロジェクトである東アジア文化都市を成功裏に開催Cた。特色ある文化としてマンガ.アニメを打ち'し、5つの記
念事業を含む23のまちづくり事業により、まちの様相を大きξ変貌させるとともに、国際交流は飛躍的に拡天しっつ
おる。これにより消滅可能性都市と指摘ぎれて以降、取辧且んできたアトカル施命が食アジア文化都市開催を経るこ
とで一定の成果を示したといえる'
持続発展都市づくりの重要な柱である子どもと女性にやさしいまちづくりでは、小規模公園プロジェクトやアートトイ

レなど、新たな視点でのプロモーションが公民連携で多角的に展開され、広く佶報発信が図られてぃる。
行政途営においては、1CT活用等による区民サービスの向上とともに、ワークスタイルの変革を通じて;裟務効率の

高い組織づくりを推進している。今後とも効率的で効果的な行財政運営に努め、本区のさらなる飛躍と着実な区民
福祉の向上を図る地域経営を推進していく必要がある。
【課題】"゜
東アジア文化都市で確立した国際文化都市の成果を2020東京大会を契機に東京都と連携を図りながら、確実な

ものとする必要がある。これからの地域経営.にあたっては、重要会パートナーとしての民間の力を積極的に活用しな
がら、より戦略的・多角的な視点で事業の展開や施設整備を進めていく必要がある。女性にやさしいまちづくりにお
いては、「わたしらしく、暮らせるまち。」を基本コンセプトに、ブランディング戦略の一層の推進を図ってぃく必要があ
る。

行政サービスの向上に向けては、多言語対応や区政情報の海外発信力の更なる強化、行政情報システムの整
備、1CTを活用した情報化の推進を図ることが必要となってぃる。
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政策経営部

2.予算編成方針
【目標】

限られた財源のなか、事業実施の継続性を維持しっつ、優先度や貢献度の高い事業への重点化により、区政全
体の円滑で効果的な臣策の展開を支えるとともに、主体と畭って取り組むミッションを着実に実行する。

【基本方針】
0持続発展都市づくりに向けた対策の4本柱の効果的な展開を推進する。
0将来の行政需要や財政状況の変化にも柔軟に対応できるよう、計画的む基金管理を進める。
0基本計画の改定に着実に取辧且むとともに、行政計画のあり方にっいても併せて検討する。
0東アジア文化都市記念事業のレガシーを活用しうっ、東京2020大会の機運を醸成し、「国際文化都市としま」を
世界に発信する。'ハ'ハ
0区が目指す都市像である国際アート・カルチャー都市づくりを推進する。
0国際都市に相応しい情報発信や区民への情報提供を強化するとともに、多文化共生を推進する。
0区民からの問合せ対応や相談機能の充実を図るとともに、区民意見の把握と施策反映の機会を強化する。
0電算システムの構築・改修に的確に対応するとともに、AI、RPAを活用した行政情報化を推進する。

様式1

3.重点施策
1.豊島区基本計画の後期見直し経費 5,977千円

現在の前記基本計画が、令和2年度までであることから、活動指標・達成指標のあり方や、まち.ひどしごと創
生総合戦略との整合性等にっいて検討を行い、後期計画を策定する。

2.広報発信力の強化経費 4,581千円
'プレスリリースにっいて、民間の同報サービスを利用し、多くのメディアに対して情報を発信する。
'区HPに主要施策(23事業等)の成果等にっいて、まとめて紹介するデザインページを作成する。

インバウンド向け多言語サイト見直し経費 3,041千円
多言語の区情報サイト「P1山 ID町mlKEBUKUR0卯多正にあたり、ワンアクシ,ンでの更新が行えるようにする。

3.

4.国際アート・カルチャー都市推進事業経費
国際アートカルチャー都市構想の実現に向けた、これまでの取り組みに加え、都市構想実現戦略の政策とあ

わせ、特命大使モニター制度を創」設する。'」

10,000千円
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1.現状と課題
【現状】
住)信頼される区政の構築に向けて、透明性の向上及ぴりスクマネジメント・コンプライアンスの強化が求められてぃ
る。

(2)多様化・複雑化する行政課題に対応するため、職員の能力向上と働き方改革との両立が求められてぃる。
(3)人権啓発・男女共同参画の推進など、誰もが百分らしく生きるダイバーシティの一層の推進が求められてぃる。
(4)首都直下地震の切迫性の高まりや各地で火規模災害が頻発してぃる。゜
(5)東京オジンピック・パラリンビック競技大会の実施に向けて、安全・安心のまちづくりの一層の推進が求められて
いる。

【課題】
(1)透明性・説明責任向上に向けた公文書管理の適正化を推進し、豊島区版内部統制制度の浸透、定着化を図る
こと。

(2)定員管理のあり方の見直し及び人材育成と働き方改革の一層の推進を図ること。
(3)庁内、区内事業者における女性活躍や人権啓発、WLBの推進、パートナーシップ制度の周知を図ること。
(4)発生顕度が高まりっつぁる風水害を含め、計画的な防災対策の稚進を図ること。゜
(5)地域や関係機関と連携した安全・安心のまちづくりの更なる強化を図ること。゜

令和2年度部局予算編成方針
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2.予算編成方針
【目標】
(1)eーラーニング等による公文書管理及び豊島区版内部統制の浸透・定着化。
(2)会計年度任用職員への適切な対応、定員管理計画の見直し、働き方改革の一層の推進。
(3)庁内連携や関係機関との協働によるWLBの推進及ぴパート}ーシップ制度の周知の強花。
(4)区全体の災害対応力を強化するため、区及び地域における防災対策の着実な実施。゜
(5)区や地域による安全・安心の取組を継続し、区民の防犯意識の高揚にっなげる。

【基本方針】
(1)永年保存文書の目録を完成させるとともに、公文書管理システムの.構築準備に取辧且む。
(2)会計年度任用職員制度開始への円滑・適切な対応、人材育成と働き方改革の推進に取り組む。
(3)男女共同参画推進プラン等の改定、パートナーシッシ制度の周知の強化に取辧且む。゜
(4)地域防災計画及ぴ都市再生安全確保計画に基dき、計画的な防災拠点や情報通信手段の整備、備蓄物資の
確保に取り組む。'小"
(5)客引き対策や地域による防犯活動への支援により、地域防犯力の向上と防犯環境の整備に取り組む。

様式1

3.重点施策
1.文書管理経費 65,638千円
公文書管理システム開発監理(構築支援)業務委託事業経賓
その他文書管理経費

2.人事管理・人材育成関係経費 49,117千円
人事関係事務業務委託経費

会計年度任用職員制度の導入等に伴うタイムレコーダの増設及びIC力ードの購入
会計年度任用職員制度の導入等に伴うシステム改修及び保守費用の増額
会計年度任用職員の福利厚生事業
職員研修経費

eーラーニングシステム運営経費

男女共同参画関係経費 フ,802千円
男女共同参画啓発事業関係経費
としま男女共同参画推進プラン策定事業経費
総合的な震災対策事業経費 65,392千円

イケ・サンパーク防災施設整備事業経費
救援センター開設キット整備事業経費
災害用電源供給物品備蓄経費

地域の安全・安心づくり事業経費 75,969千円
繁華街・暴力団対策経費
地域における見守り活動支援事業経費

3,036千円
10,928千円

8,880千円

2,400千円

20,998千円

2β75千円

60,8妬千円

15,124千円

2,674千円

5J28千円
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8,000千円
57,638千円

能,143千円
5,929千円
1,320千円



1.現状と課題
【現状】
0地域への関心の低下が顕在化している一方、霞災や風水害の経験から町会の役割や重要性が再認識されてぃる。
0区民ひろばは地域に庄着し、NP0怯人による自主運営の取り組みやセーフコミ==ティの活動拠点としての期持等から、直営施設においても自主運営の機運は高
ま0ている。今年度、新たに1地区が自主運営化され、自主運営施股は22地区中9地区となうた。ーカ、施設の老朽化が進行ずる施設があり、施股問での格差が生じて
いる。

0国のヤイナンパーカード普及促進の方針が打ち出され、自治体も交付円滑化計画の策定と進捗菅理が求められている。また、マイナンバーカードの電子証明書の更
新開始や通知力ード廃止が予寔さ■しるなど、マイナンパーカードを取り巻く環境が変化してぃる。
0雇用や所揚環境の改善が続く中、国保以外の調定額は上昇傾向にあるが、大幅な制度改王や景気の下振れりスク、また納税鞍務者における外国人比率の上昇な
ど、収納環境の変化に留意する"要がある。
0国民健康保険は、被用者保険と比べ、低所得の加フ、者が多く、年齢拷成の高さ等から医療費水準が高い。また本区においては外国輔の披保険者が急増しており、
全被保険者の4分の1を占めてぃる.゜ー"
0後朔高齢者医療保険の被保険者数は毎年増加を続けており、制度発足時(平成20年度)と比較Lて約1.4倍、医療給付美総額は1.6倍となウてぃる。

【課題】
0町会加入率捻約50%程度、役員の高齡化・担い手木足による剛会の活動力の低下への対筑が必要である。
0運営協議会(NP0注人を含む)の主体的な活動への支握強化と註股の老朽化に伴う施設間格差を解消,る必要がある。
0窓口の混雑級和や円滑な交付、申請促進筑の実施など、区民の利便性向上に向けた取り組みを検酎する必要が島る,
0税'保険料ともに滞納繰越分の早期圧縮、現年分の確実な回収を着実に進め、収抽率の向上と負担の公平性に努めることが必要である。紬税義務者における外国
人比率が上昇しており、収納額の確保が困難な状況である。

令和2年度

区

部局予算編成方針

民 邦

0医療麦の増加等の饗因により健全な国保財政運営が困難な状況であるが、安定的な制度の維持が必要である。また外国人被保険者においては、国民健康保険制
度に対ナる琳¥および納付意織が低く、収納率が悪化する要因となってぃる。
0東京都後期高齢者医療広域連合、団塊の世代が後甥高齡者になる2025羊には、東京都全体の医療給付費が現状の約2倍にまで拡大すると推計しており、国にお
いても持続可能な制度の在り方が検討されてぃる。'

2.予算編成方針
【目標】
0「豊島区町会活動の活性化の推進に関する条例」に基dき、町会活動の活性化に向けた支援を強化ナる。
0区民ひろばが地域括動の拠点として誰もが利用しやすぃ施設となるよう施霞の充実を図ると主もに、自主越営への支握を強化し、さらなる自主運営化を目指す。
0窓ロサーピス向上と番号制度施黄の円滑な実施を図る。
0梢納繰越分を早期に圧徒し、回収にかかるニスト、マンパワ一を現年分対策に振り向けることで、より効率的でスリムな業務運営を目指す。
0国民健康保険料収納率の向上に収舶,調走の両面から課を峯げて取り組むとともに、医療情熱や特定健診データ等を活用Lた健康づくり亭業に取り組み、増え続け
る医療費の伸びを抑制,・る.』'」
0後期高断者医療保険制度を円滑に運営する。

【基本方針】
0「町会の課題解決に向けた検討会」で、町会運営の課題、行政との協働・連携等に0いての具体的な対策を検討L、町会活動活性化支握を更に充実させる。
0区民ひろばの改築・改修を計画的に進める。また、自主運営施殴の円撫な運営を支援tる,゜
0窓口の混雑緩和の検討と新たなマイナンバーカード交付促進筑に取り組み、区民の利便1'向上を図る.
0徴収課題に即した粗撤体制の構築、収納チャネルの多様化などを積極的に進め、効帯的か0効果の高い収納体制の構築を図る。
0外国人収納対策弦化のため、出入国在留管理庁との連携や火手即ンピニェンスストア乞の連挑を進めてぃく。また、滞納者の自主鞆付に向けた取り組みとして、短期
証.資格証の取り扱いについて、収軸率の高い先進自治体の取り組みを研究し婁現可能なものから取り入れていく。
0後棚高齢者が適切な医療給付を受けられるよう、逓増する療養給付費等に対応Lた広域連合経費を負担する。

様式1
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3.重点施策
1.町会活動活性化支援事業経費 フ,830千円
町会活動を広く周知し、理解や協力、新規加八を促進するため、町会活動の魅力や必要性を紹介するパンフレットやチラシの作成.配布及び新たな広報活動を検

討、実施する。

町会掲示板の新詮.改築.修繕等の助成や町会加入促進リーフレットの作成、町会専用印刷機の設置など、従宗からの支握のほか、各町会における活動の審考とし
ていただくための活動事例紹介など、町会を対象としたセミナーを開催する。
また、一般尉団注人自治総合センターの宝くじ社会貢献事業であるコミュニティ助成事業補助金を活用し、助成対象となるニミニニティ活勳を行う町会に対L支援を行

つ.

2,地域区民ひろぱ自主運営推進事業経費・池袋改築事業経費、施設改修経費・大規模改修経費 565,927千円
.新たに区民ひろば上池袋を自主運営化L、NP0法人による運営委託を開姑する。また、自主運営施設の運営上のし.要巽費を拡充する。
'区民ひろば池袋・区民ひろば要(西部生活福祉課複合施設)の改築、区民ひろば朋有・区民ひろば清和第二の大規槙改修など、計面的に施設の改築.改修を進め
る。

3.番号制度対応事務及び新住民記録系システム整備事業 232,438千円
マイナンバーカードにっいてほ、円滑な申請・交付体制と謡子証明婁の更新体制を整佛tるとともに、より効果的なキ十ンペーンの方策を検討.実施する.また、マイナ
ンパーカード専用コールセンターの運営にあた0ては、質を向上させ、区民の利便性向上にっなげるとともに、さらなる活用方針を検討Lてぃく。

4.収納対策推進経費 89,679千円
(税務課3事業、国民健康保険課5事業、高齢者医療年金課2事業計)

税'保険料にっいて、コンビニ芋既存の収納チャネルのみならず、スマートフォンを用いたキャッシュレス決済機能を拡先し、外国人増をはじめ多様化する収納状況に
対応する体制の強化を図る。また、納付案内センターや各種催告など、自主納付推進に向けた取り組みを維続することで、より効果的かっ効率的な債糧言理を推進
L、収粕体制の強化を図る.

5.特定健康診査.特定保健指導事業経費儲定保健指導釖回面接当日保健指導の導入) 9,838千円
腹囲、体重、血圧、喫煙歴等から特建保健指導の対象と見込戯1る者に対し、特庄慥康診査当日に特定保健指導の初回面接を行うことで、特定保健指導実施率の
向上を図る。

6.広域連合分賦金 5,804,784千円
改定後の保険料卒に基、づき、療養給付費、保険料等広域連合運営に係る経費を負担,'る。また、規約に基づく経費を支弁L、保険料上昇抑制のための特別対黄や
所得割独自軽滅を実施,、る.゜ー"'」



1.現状と課題
【現状】
東アジア文化都市2019豊島は文化によるまちづくりを国内外に発信し、大成功を収めた。東アジア文化都市の成果
だ踏まえて、2020年は東京オリンビック・パラリンピック(*以降東京火会とする)の一翼を1旦う、国際アート.カル
チャー都市として、「H町eza池袋」、4つの公園、トキワ荘、イケバスなどの文化・観光の魅力を一層発信してぃく必
要があり、インバウンドの受入環境整備が急務となっている。さらに、景気は緩やかな回復基調が続いてぃるが、中
小企業だ取り巻く環境は依然として厳しい状況にあり、引き続き、中小企業への融資・相談事業等の充実、商倉街振
興施余の展開など、地域経済の基盤強化が必要でおる。'
【課題】
1.東京大会の成功及び閉幕後のレガシーを見据えた計画的なプログラムを構築する必要がある。

としま区民センター、芸術文化劇場、池袋西口公園野外劇場の安定運営や発信力の強化が必要である。
トキワ荘マンガミュージアムの安定運営やマンガ・アニメによるまちづくりを加速する必要がある。
大勢の来街者が訪れる可能性があり、受け入れ環境の整備が必要である。。゜
地域経済の活性化のため、商店街、中小企業が抱える多様な課題に対応する必要がある。
ひ力町文庫が50周年を迎え、さらに読書バリアフリー法の制定に伴い、点字図書館の充頁が必要である。

令和2年度部局予算編成方針
文化商工部

2.予算編成方針

東京大会へ大勢の区民参加が図られ、スポーツ、健康増進への取辧且み意欲が拡大する。
東京芸術祭などオリンピック文化プログラムを推進し、文化オリンピアードをりードする。
としま区民センター、芸術文化劇場、池袋西口公園野外劇場の安定運営や情報発信により認知度の向上
トキワ荘マンガミュージアムの安定運営やマンガ・アニメによるまちづくりを加速する。
観光情報の発信力の強化により多くの来街者を呼び入れる。
起業・創業数が増加するとともに、区内中小企業や商店の経営が安定化し、地域経済が活性化する。
図書館が区民の学習・情報センターとして機能する。゜

【基本方針】
1.東京火会開催に向け、オール豊島による機運醸成を行うとともに、スポーツ振興を目指す。

東京芸術捺をはじめとする国際的な演劇祭や世界大会などを通じて、文化プログラムを推進する。
としま区民センター、芸術文化劇場、池袋西口公園野外劇場の安定運営や発信力の強化を図る。
トキワ荘マンガミュージアムの安定運営とマンガ・アニメによるまちづくりのブランドカの向上を図る。
魅力発信の強化と楽しめる観光プログラムの提供で、インバウンドの拡大を図る。
商店街振興、中小企業者の経営安定化、起業・創業に関する相談体制強化等の支援を推進する。
ひかり文庫50周年事業の実施並びに読書バリアフリー法の普及により、点字図書館の充実を図る。

5.

様式1

7

3.重点施策
1.オリンピック・パラリンピック気運醸成事業経費 181,222千円

東京大会に係る聖火りレー、ライブサイト、ホストタウン事業等の実施により、オール豊島で気運醸成を図る。
2.国際文化都市としまに向けた事業経費 20,000千円

(フエスティバルトーキヨー開催経費10,000千円、第20回アシテジ世界大会開催支援経費10,000千円)
官民協働で実施する国際的舞台芸術祭であるフ=ステψ勺レ/トーキョーの開催や世界約100か国が参加する、

児童・青少年の舞台芸術祭と世界大会の開催を支援する。'
3.芸術文化劇場関係経費(421,819千円)+H討0胎池袋グランドオープン関係事業経費(10,000干円)

431,819千円
芸術文化劇場のこけら落とし公演とHare記池袋のグランドオープンのイベントを実施することにより、エリア全体の
認知度を上げる。'
4.トキワ荘マンガミュージアム管理運営経費 143,879千円

ージアムでの常設展、企画展の他、お休み処や商店街を含めたエリア全体での回遊を促す事業を展開する。ミュ

5.ナイトライフ観光推進事業経費(90,910千円)+池袋西口公園野外劇場関係経費(192,595千円)
283,505千円

池袋西口公園野外劇場をアフターザシアターの拠点として、クラッシックコンサートを毎週定期的に開催し外国
人を含めた来街者に感動空問を提供する。'
6.商店街振興事業経費(商店街イベント事業支援経費他6事業) 158,238千円

商店街のにぎわい創出と地域経済活性化のために商店街振興事業を推進する。
フ.中小商工業融資事業 166,251千円

小企業・起業融資資金の利子補給件数・金額が増加しているため、需要増に対応する。
点字図書館(ひかり文庫)運営経費 14,018. 1千円
ひかり文庫50周年事業を実施するとともに、A1搭載の視覚支援デバイス等を導入す各。
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1,現状と課題
【現状】
0「10年で10万本」を達成した「グリーンとしま」再生プロジェクトを継続し、新たな目標である29万本に向けて引き続き緑化に努
める。

OC02排出量を削減するため省エネ設備等を導入した家庭・中小規模事業者に対して助成金を交付してぃる。
0路上喫煙・ポイ捨て防止にっいて、路上障害物及び客引き行為の取り締まりと連携しながら敢組みを推進してぃる。
030年度区収集ごみ量は、前年度より減少している。また、資源回収量は不燃ごみの資源化により前年度より増加してぃる。
【課題】
0「グリーンとしま」の次の目標である29万本に向けて地道な努力の継続が必要である。今後も、区民、区内事業所等を巻き込ん
だ緑化対策が必要である。

OC02削減に向けた家庭、中小規模事業者に対tる効果的な事業展開、庁内C02削減に向けた普及啓発が必要である。
0東京オリンビック・パラリンピック開催により増加が想定される海外からの来訪者に対する喫煙ルールの周知と、「東京都昼動
喫煙防止条仰」」全面施行により増加が懸念される路上喫煙者への対策が必要である。"
0ごみの減量及び資源回収の推進のため、更なる効果的な施策を講じる。

令和2年度部局予算編成方針
環境清掃

2.予算編成方針
【目標】
0区内緑化を進めるとともに、他自治体との連携による力ーボンオフセット事業を拡大推進し、地球温暖化対策等「持続可能な
環境都市を目指す。

0家庭、中小規模事業者を対象とした省エネ・C02削減対策の推進を図る。また、庁内におけるC02削減の取組みを進める。
0喫煙ルールの周知啓発、維持管理、パトローノレによる、路上喫煙・ポイ捨て防止を図る。゜
0「質の高いりサイクルの美現」及び「安定的で適正なごみ処理」に向け、邑不燃ごみ・粗シくごみの資源化事業の継続②池袋繁
華街地区等における美観と環境意識の向上③QR=ード等の活用により、外国人へのごみ出しルールの周知を行い、適正分"小
適正排出の徹底を図る。

【基本方針】
0「グリーンとしま」再生プロジニクトを中心に、関連部署と連携した緑化事業を進める。
0家庭部門、中小規模事業者のC02の排出を削減するため、クーノレ・チョイスを推進し、機器導入等の費用の一部を助成する。
0パトロールによる直接の注意指導とともに、積極的な啓発活動を行い、路上喫煙・ポ才捨てを防止する。゜
0第四玖一般廃棄物処理基本計画を策定し、一般廃棄物の適正な処理を進める。

口

3.重点施策
1.緑化促進事業経費 28,417千円
区内外に広範な緑化活動を展開すると同時に、生物多様性に対する理解を促進する。
【対象事業】自治体聞連携による力ーボンオフセット事業(10,000千円)、「グリーンとしま」再生プロジェクト事業(6,691千円)、

環境教育・啓発事業(6,103千円)、誕生記念樹配付事業(2,700千円)、生物多様性支援事業(2,923千円)"
2.C02削減促進事業経費 19,250千円
C02削減に向け、引き絖きクーノレ・チョイスを推進する。また、家庭、中小規模事業者向けに省エネ対策、太陽エネルギー機器
導入助成等の支援事業を実施する。゜"'
【対象事業】工凱住宅普及促進事業al,4印千円)、工凱事業者普及促進事業(5β00千円)、クーノレ.チョイス(COOL

CHOICE)推進事業(655千円)、庁内地球温暖化対策事業(1,3鉐千円)

3.路上喫煙・ボイ捨て防止事業経費 85,199千円
電柱看板設置・路上シール・ポスター活用により目に見える啓発活動を推進するとともに、としまシルバースターズ(シノレバー人

材センター)による池袋駅周辺での清掃等の活動、区内金域における路上喫煙・ボイ捨て防止パトロール強化を展開する。
1対象事業】路上喫煙・ポイ捨て防止事業(33,782千円)、路上喫煙・ポイ捨て防止パトロール事業(39,447千円)、喫煙1斤管
理al,970千円)""

様式1

4.粗大ごみ資源化事業経費 2,200千円
ビみの減量・質の高いりサイクルの実現のため、粗大ごみの資源化により、環境への負担を軽減する。
【対象事業】粗大ごみ資源化事業(2,200千円)"ー゜

5.第四次豊島区一般廃棄物処理基本計画策定事業経費 19,316千円
社会経済状況の変化及ぴ関連計画の整合性などを踏まえて、豊島区一般廃棄物処理基本計画の見直しを行い、一般廃棄物
の適正な処理を進める。"
【対象事業】第四玖豊島区一般廃棄物処理基本計画策定事業(19,316千円)

6.災害廃棄物処理基本計画策定事業経費 1,235千円
今後発生が予浸はれる大規模地震や水害、その他の自然災害に備え、災害により発生した廃棄物を迅速かっ円滑に処理し、

速やかな復旧・復興を進めるための対応及び手順等の必要事項をあらかじめ整理した計画を策定する。
【対象事業】災害廃棄物処理基本計画策定事業a,235千円)゜

フ.事業系ごみ適正処理推進事業経費 9,768千円
事業者の自己処理責任の原則を徹底し、事業系ごみの適正処理(民間事業者収集、ごみ処理券適正貼付)を推進する。
【対象事業1 廃棄物排出指導業務(1,659千円)、事業系ごみ適正処理推進事業Q,285千円)、池袋繁華街カラス被害i方止対
策事業(6,824千円)"ハ'ー'
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1.現状と課題
【現状】
平成30年3月に策定した1豊島区地域保健福祉計画」に基づく保健福祉施策の推進に着実に取り組んでいる。あ

わせて、高齢社会実現に向けた「としま総合戦略」の推進に向け、総合高齢社会対策推進協議会を開催している。
この二っの方針の実現に向け、多様化・複雑化する福祉二ーズへ対応するため、福祉包括化推進員による支援保
制の構築や、「新たな支えあい」「共助社会づくり」推進のためCSWの活動促進、民生委員の確保と活動の充実に
取り組んでいる。また、福祉基盤整備の充実とともに、サービス事業者の持続的運営に向けた共同化等の取弊且み
を進めている。

福祉基盤の整備については、重度障害者グループホームが6月に無事着工を迎え、また、旧朝日中跡地活用によ
る特別養護老人ホームの整備にっいても検討が進められてぃる。しかしながら、旧区立特養や福祉ホーム「さくらん
ぼJ等の大規模修繕に係る経費等の課題も顕在化してきたところである。

【課題】
①一人暮らし高齢者の社会的孤立等への不安
②福祉人材等マンパワ一の確保
③地域活動の担い手(民生委員・児童委員等)の確保
④成年後見制度の利用促進
⑤生活困窮者の自立促進と生活保護漏給の防止
⑥福祉基盤等整備の充実と旧区立施設の大規模修繕

令和2年度部局予算編成方針

保健福祉部

2.予算編成方針
【目標】
地域保健福祉計画に掲げる基本理念、基本方針に基づき、福祉増進都市の実現に向け、共に生き、支え合う地

域社会づくりを推進する。また、日本一の「高齢者にやさしいまち」を目指し、様々な視点から総合的に高齢社会対
策を推進し、いっまでも会心して暮らし続けることができるまちを実現してぃく。保健福征部の予算の的確な執行とと
もに、他部局の事業の進捗を注視し、区民への情報提供に努め、高齢者や障害者の社会参加などの促進を図る。
【基本方針】
①総合的な高齢者施策の展開
②介護保険制度等持続的な運営に欠かせない福祉人材の硫保と育成
③地域での支え合いの充実と地域活動の担い手の確保と活動の充実
④高齢者・障害者の権利擁護の推進
⑤高齢者・障害者・生活困窮者の自立支援体制の強化
⑥福祉基盤等整備事業の推進

様式1

3.重点施策
1.社会的孤立ゼロプロジェクト事業経費 6,036千円

大学やシルバー人材センター主連携し、「パワーアシストスーツ」等のロボット技術によるツールを活用し、高齡者
の就労を促進する。また、高所期の社会参加・健康増進等を促すため、高齢期に差し掛かる年代を対象に情報誌を
配布する。

2.フレイル対策推進事業経費 35,811千円(うち職員関係経費9J34千円)
フレイル対策を区内全域に展開するため、区民ひろばにフレイル対策機器を設置するとともに、専門職が区民ひ

ろばを巡回し、フレイルチェックなどを実施十る。'

3.終活サボート事業経費 10,600千円

区内寺社、葬祭事業者等との連携により、一人暮らし高齢者等の「終活」を支援し、老後の不安を軽減する。

4.豊島区成年後見制度利用促進計画策定事業経費 1,フ75千円
「成年後見制度の利用の促進に関する法律」に基づき国の基本計画が闊議決定されたこと受けて、本区におい

ても基本計画を策定し、成年後見制度の利用促進を図る。'

5.被保護者自立支援事業経費(子ども・若者支援員配置)4,422千円(うち職員関係経費4,3認千円)
西部生活福祉課に専門的知識を持った子ども・若者支援員を1名新たに配置することで、増加する需要に即時

に対応できる体制を構築し、「貧困の連鎖」を防止するための取組みを強化する。
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1.現状と課題
【現状1

持続発展都市対策として立ち上げた「としま鬼子母神プロジ=クト」事業を推進L、切れ目のない女性の健康づく
りを総合的に支援し、充実させている。また、生活習慣病の改善、各種健診等の受診勧奨、'こころと体の健康づくり
に関して、重点的な取弊且みを行っている。更に、誰もが安心して医療を受けることができるしくみづくりを推進し、
在宅医療体制の充実、医療と介護の連携強化等にっいて、積極的に取暖且んでいる。また、健康危機管理に対応
するために、関係機関との協議、訓練を重ね、具体的な体制構築を進めている。
【課題1"'六゜
1.池袋保健所の円滑な移転
2.ライフステージに合わせた女性の健康づくりの更なる推進
3,自殺・うぅ病の予防対策
4,精度の高い健診の実施と、受診率向上によるがん、生活習慣病の早期発見.早期治療の推進
5.在宅医療推進のための継続的な施策の推進
6.新型インフルエンザ等対策や災害医療など、健康危機管理体制の構築
フ.住宅宿泊事業の適正な運用による地域住民と旅行者の安全の確保

令和2年度部局予算編成方針

保健福祉部(衛生費)

2.予算編成方針
【目標】

0池袋保健所の本移転を見据え、保健所機能の拡充を図る。また、ライフステージに合わせた女性の健康づくりの
支援を強化するとともに、予防接種、成人保健、母子保健、精神保健等の保健事業の推進に努める。加えて、生活
習慣病の発症と重症化〒防のための健康づくりを推進し、区民の心と体の健康づくりの支援を強化子る。
0医療や介護が必要な人が身近な場所で適切なサービスをうけられる仕組みづくりと、医療連携体制の構築を推
進し、在宅医療を支える多職種の連携を支援する。
0新型インフル=ンザ等の感染症拡大防止や、災害医療体制の構築、食の安全対策など、健康危機管理体制を
強化するとともに、住宅宿泊事業施設の衛生を確保し、地域住民、旅行者の安全を守る,
【基本方針】"'"

.]一戸立

1.池袋保健所の本移転に向けた準備を計画的に進める。
2.「としま鬼子母神プロジェクト」の各事業の推進・充実を図る。
3.「豊島区自殺対策計画」に基づき、精神障害を持つ方の安定した生活をサポートするアウトリーチ事業を行い、
自殺予防対策を推進する'
4.がん検診等各種健診・検診の精度を高め、受診率を向上させる。また、がん予防知識の普及、患者と家族支援
の充実、受動喫煙対策を推進するとともに、区内企業との連携の強化に努める。

止

5.医療と介護の連携体制の整備に向け、在宅医療連携推進会議等を通じて多職種連携を強化する。また、福祉
部門と連携し、地域包括ケアシステムの推進を図る。゜

1の

6.食の安全対策、環境衛生の向上、医薬品の適正販売等を推進し、適正な監視、指導を実施する。
フ.新型インフルエンザ等対策や、災害医療など、健康危機管理体制の構築に向けた協議.検討を匙める。

'膚ナ罷キ到'一却

,,..

3.重点施策

様式1

1.池袋保健所施設関連経費 331,981千円
南池袋2町目C地区への本穆転に向けて、関係機関との協講を重ね計画的に事業を進めるとともに、保健所の

利便性を高めるために、引き続きフロアマネージャーを配置する等、更なる機能拡充に向けた検討を進める。
2.持続発展都〒与対条の推進事業経費335,601千円(拡充分255千円)"゜

うち職員関係経費(人事課予算)19.183干円含む
妊娠・出産・子育ての支援を通じ、乳幼児の健康の保持増進と健全な育児環境を確保する。①都立大塚病院と

連携して各種講座、講演会等を実施し、女性の健康支援事業を充実させていく。②母子保健1青報の利活用を推進
する政府方針に対応するため、乳幼児健診の情報についてマイナンバー制度を活用し、マイナポータルでの閲覧
や市区町村間での情報連携だ開始するとともに、見る知るモバイルの機能向上も図る。@健診事業従事を1瑠増員
し、3歳児健診の待ち時問短縮及び健診項目の追加に対応してぃく。④就労妊婦の凾加、妊娠期から男女協力し
て習児を行う意識の向上、核家族化に対応するため、母親学級等'定員増を検討し子育て支援の充実を図る。
3.がん検ヨ今閲係事業註費708.622千円'゜

がん対策推進事業経費 23,105千円
令和元年度より、20~39歳の区民を対象として、胃がんりスク検診を実施。胃内視鏡検診とともに肺がん、大腸

がんにっいても受診しやすぃ環境を整えていく。子宮頸がん、乳がん、前立腺がんおよびB型C型肝炎ウィルス検
査も早期発見、早期治療につなけ'るため、企業ニラボを含めた新たな受診勧奨を実施Lていく。
令和2年4月1日から改正健康増進法及び東京都受動喫煙防止条例が全面施行され、飲食居など「多数の者が

利用できる施設」の屋内が原則禁煙となるため、新制度の普及啓発及び管理権限者への支援として、コールセン
ターの設置、周知用リーフレツトの送付、ステッカー掲示の現地確認を行う。また、第2次計画以降の注目施策.社
会的課題等を反映させた第3歌がん対策計画を策定する,
4.在宅医療推進関係事業経費, 14.802千円

在宅医療連携推進会議・在宅医療相談窓口事業経費 22,223千円
在宅歯科医療相談窓口事業経費 6.517千円

区民が安心して在宅療養を受けられるように、三師会(医師会・歯科医師会・薬剤師会)と連携して在宅医療連
携の体制整備を進める。
①在宅医療相談窓口、歯科相談窓口を運営し区民や家族、事業者からの相談を受け付ける。②区内病院の協力
により、在宅療養急者b急変時に対応できる後方支援病床を確保する。③多職種連携の会の開催や!CTを用いた
多職種ネツトワークの構築を進める。④在宅医療達携推進会議を開催するほか、りハビリテーション協議会や豊島
区看護師会事務局の運営を医師§に委託する。⑤薬剤師会に対して、在宅服粛管理・見守り器材導入経費を助
成する。⑥区民が在宅医療にっいて理解を深められる「区民公開講座」を開催十る。

ー,

1の

ーフー



1.現状と課題
【現状】
・待機児童ゼロの達成のため、保育需要に見合った施設整備等を進める必要がある。
・保育の量の拡大に加えて、質の高い保育が実現できるような支援が求められてぃる。
・平成30年度の児童虐待相談・通告件数は831件と、平成25年度から倍増している。一方、社会的養育を必要とする
保護児童はⅡ5名(平成31年2月)おり、そのうち、国が推進する家庭的養育の割合は30%程度にとどまっている。
・私立幼稚園利用者の給食費の一部無償化等を実施したが、支援の拡大が求められている。
・子どもの権利条例制定からH年が経ち、子どもと若者の成長と自立に向けた総合的゛佳続的な施策を展開するた
め、子ども・若者の権利保障を基本理念とする「子ども若者総合計画」を策定した。

,子ども若者総合相談事業において支援回数が増加しており、現体制のままでは運営困難な状況にある。
【課題】
・保育需要のある地域への私立認可保育所の誘致や、待機児童の発生しやすい1歳児の受入枠の拡充。
・多様化する保育二ーズへの対応と保育施設での質の高い保育の提供。
・児童虐待防止対策の更なる強化、家庭的養育の推進に向けた里親家庭の拡大を図る仕組みづくり。
・私立幼稚園利用家庭における給食費負担等の軽減。
・子どもの権利条例の理解促進及ぴ条例・計画に基づく施策の推進。
・子ども若者総合相談の体制強化及び支援機関の連携強化。

令和2年度部局予算編成方針

子ども家庭部

2.予算編成方針

【目標】
・保育施設の誘致・整備を推進することにより、待機児童ゼロを達成する。
・すべての子どもが質の高い保育を受けられるよう、豊島区全体の保育の質の維持・向上を図る。
・児童相談所設置に向けた社会的養育の基盤強化、私立幼稚園利用家庭への支援の拡充。
・子ども・若者の権利が保障され、社会の一員として成長できる環境づくりを地域の力を活用しながら行う。
【基本方針1
0待機児童ゼロを達成するため、引き続き私立認可保育所を誘致し、保育施設の受入枠を増やす。
0質の高い保育を提供するための保育環境の整備や保育所への指導検査・巡回指導を積極的に行う。
0令和4年度中の児童相談所開設に向け、里親家庭の拡大を基軸とした家庭的養育の基盤強化を図る。
0私立幼稚園利用家庭への給食費補助等の拡大により、保護者の負担軽減を図る。
0子どもの権利条例の普及啓発及び子どもの意見表明・参加の促進。
0子ども若者総合相談事業(アシスとし別の相談体制及び関係機関との連携を強化し、切れ目ない支援を行う
0子どもや若者を支援する団体や法人、ボランティアなどとの連携強化を図り、オールとしまの見守り体制を作る。

様式1

3.重点施策
1.待機児童解消事業経費 11,076,647千円(うち新規・拡充分1,243,092千円)

0私立認可保育所の誘致整備 価4,084千円(拡充分)
0保育施設の運営費等の助成 10,390,426千円(うち拡充分556,871千円)
0私立認可保育所及び地域型保育事業での緊急1歳児受入事業 32,137千円(新規)

2.保育環境整備事業経費 15,520千円(新規・拡充分)
0区内保育施設イケバス活用事業 6,850千円(新規)
OA1入所選老システム導入事業 フ,150千円(新規)
0保育環境改善事業 1,520千円(拡充分)

3.私立幼稚園利用家庭の負担軽減経費 55,636千円(拡充分)
0給食費補助事業 31,652千円(拡充分)
0保護者負担額補助事業 23,984千円(拡充分)

4.児童相談所設置準備事業経費 1β27千円(拡充分)
0家庭的養育基盤構築事業 1β27千円(拡充分)

5.子どもの権利推進事業経費 2,144千円(うち拡充分1,103千円)
0子どもの権利委員会の開催・条例の普及啓発 1,フ70千円(うち拡充分857千円)
0子どもの参加推進事業 374千円(うち拡充分246千円)

6.子ども若者総合相談事業経費 16,682千円*(うち拡充分2,470千円)

*職員関係経費8,フ76千円含む
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1.現状と課題
【現状】

(1)特定都市再生緊急整備地域、国家戦略特区の指定を受け、池袋駅周辺地域の都市再生が加速してぃる。
(2)木密地域不燃化10年プ訂ジェクトへの取り組みが本格化してぃる。゜
(3)複雑、多様化する区民二ーズに対応してぃくために、これまで行或が単独で取り組んできた分野に、民間の
知識やアイデア、資金や技術、ノウハウを生かしたサービスの提供が求められてぃる。'

【課題】

(1)2019年東アジア文化都市、2020年東京オリンビック・パラリンピックを好機として、国際アート.カルチャー都市
構想、の実現に向けた区の先行投資を受け継ぐ民間主導の取辧且みを進める必要がある。

(2)沿道不燃化を推進するとともに、多様な主体と連携をはかりながら沿道まちづくりを進める必要がある。
(3)多様な連携による道路・公園等の維持管理を進め、施設のインフラと地域の活力を高めてぃく必要がある。

令和2年度部局予算編成方針

都市整備部

2.予算編成方針
【目標】

国際アート'カルチャー都市の実現に向け、池袋副都心をはじめ区内各地域の個性と魅力を世界に向けて発信す
るため、文化と安全・安心を両輪とするまちづくりを進める。
【基本方針】

(1)特定都市再生緊急整備地域を活かして池袋駅周辺エリアでの民聞主導による国際競争力の強化を進める。
(2)特定整備路線沿掻の不燃化を推進するとともに地域と協働したまちづくり活動と哥画の立案を進める。
(3)長期的な視点に立って、魅力あふれる都市空間を創出し、安全・安心・安住のまちづくりを進める。
3.重点施策
1.国際アート'カルチャー都市のメインステージを彩る池袋副都心・周辺の再生 5,149,283千円
(1)beyond2020のレガシーを見据えた計画・整備 3,332β80千円'
①豊島区都市づくりビジョン改定事業3,210千円、'
②景観計画推進事業 5,0Ⅱ千円、③池製副都心再生推進事業【拡充12j,296千円
④1仮称)ハレザ池袋・甫池袋公園周辺エリア地区計画変更事棄【新規】フ,000千円、
⑤造幣局地区防災公園街区整備事業【新規】 1,784,896千円、⑥立教通ザ整備事案【新規】 107,400千円、
⑦としまキッズパークの整備事業【新規】 62,817羊円1⑧大塚駅周辺整備事業【新規】 1,341,250千円

(2)暮らしを支える交通・基盤の整備 106,073干円

①池袋副都心交通戦略推進事業1拡充】13,352千円、②池袋駐車場整備計画策定事業玲,310千円、
③補助176号線整備事業 22,738千円、④池裟副都心珍動システム推進事業 56,673千円、"

(3)良好な開発の誘導 1,710,330千円

①街区再編まちづくり推進事業 8,000千円、②東池袋四丁目2番街区再開発事業 485,110千円、
③南池袋二丁目C地区再開発事桑 797,710千円、⑤東池袋一丁目地区再開発事業【薪規】 404,310千円、
⑤造幣局南地区まちづくり事業 10,000手円、⑥旭袋駅地区バリアフリー推進事業【拡充】5,200羊円'
女性にやさしいまちづくり 232,258干円2

①公園トイレ等改修事業1新規1 227,100千円、②中小規模公園活用事業【新規】5,158千円'
安全・安心に住み続けられるまちづくり 257.070干円3

①子育てファミリー世帯家賃助成事業 42,231千円、②高齡者世帯住替え家賃助成事業 14,900千角、
③安心住まい提供事業170,9蛤千円、4)空き家活用事業9,741千円、"
⑤住宅セーフティネット事業【金充】10,005千円、"
⑥高齢者安全運転支援装置設置促進事業【新規】1,200千円、⑦みどりの基本計画改定事業 8,000千円

4.災害に強いまちづくり 2,634,645千円
臼)建築物等の耐震化・土砂災害対策 327,697千円
①堅急輸送道路沿道建築物耐震化助成285,207千円、'
②建築物等耐震化助成(ブロック塀【拡充】含6)18,8兜千円、
③分讓マンシ"ン耐震化助成 13,000千円、④急傾斜地擁壁&善工事【新規】 9,930千円
⑤士砂災害特別警戒区域内擁藍等対策t事"方成事業【新規】6卵千円'
(2)特定整備路線沿道不燃化まちづくり 1.642,622千円
①特定整備路線沿道不燃化促進事業玲1,532千円、②不燃化特区推進事業 1,333β40千円、
③特定整備路線沿道まちづくり推進事業17フ,250千角""
(3)居住環境総合整備事業 480,248千円

東池袋四.玉丁目、上池袋、池袋本町、雑司が谷・南池袋、長崎、巣鴨.駒込各地区
(4)無電柱化の推進(巣鴨地蔵通り) 184ρ78千円

様式1
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1.現状と課題

令和2年度部局予算編成方針

会計管理室

【現状】

1,委託した公会計専門機関の助言・指導を受け、関係各課と調整しっつ、財務書類の作成、固定資産厶帳の更新
作業を進めてぃる。"'

2.会計事故'事務処理ミスの防止に向け、日々の業務における主管課への指導の他、研修、自主検査等を実施し
ている。

3・金融機関との緊密な連携、セミナーや勉強会への参加などにより最新の佶報を収集し、基金利子収入の最大化
に努めてぃる。'

【課題】

1・前年度の財務書類作成の過程で生じた改善点、反省点を踏まえ、必要な修正を行い、よりわかりやすぃ財務書
類を作成する。叩"'""ノ'
各所管課のコンプライアンス(法令遵守)及びりスク管理を徹底し会計事故.事務処理ミスをなくす。
自主検査の実施により公金及び物品管理の適正化を図る。'゜
安全性の確保を最優先としっつ、債券の購入・売却・買換支や定期預金の預け入れなどにより、有利かっ効率
的な資金運用を行う。'

2.予算編成方針

【目標】

1・財務書類の作成及び固定資産台帳の更新作業の効率化、簡素化により、正確.迅速な業務処理体制を構築す
る。

2・研修の工夫、経理員の効果的活用、「会計事故・ミス事例集」の更新などにより、会計事故.事務処理ミスをゼロ
にする。

3・常に金利情勢や債券等の発行状況を注視し、好機を逃すことなく債券の売買を判断することにより、より多くの基
金運用益を確保する。"」'

様式1

【基本方金り
1

2
引き続き公会計専門機関による支援を受け、わかりやすく正確な財務書類の充実に努める。
リスク管理の徹底及ぴ会計事故・事務処理ミスの防止に向け、特に支出命令書返戻率の高い課等に対する特別
研修を実施する。また、継続して自主検査を実施し、公金及び物品管理の適正化を図る。
突発的な資金甫要に対応できるよう資金の流動性を確保するとともに、安全性を最優先とした、有利かっ効率的
な資金運用を行う。'

3

3.重点施策

1.会計事務諸経費(新規・拡充事業)フ,986千円

●公会計連結決算財務書類作成及び検証委託 7,986千円
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1.現状と課題
【現状】

'学校現揚での過重労働の問題がクローズアップされる中、「豊島区学校に郭ける働き方改革推進プラン」に基づ
き、2年の計画期問を定めて長時間労働の改善に向けた取組を進めてぃる。
・区立幼稚園の入園者数の減少が続いてぃる。゜
・子どもスキツプ会計年度任用職員が不足している。
'区立幼'小'中学校にっいては、.計画的に改築を匙めているが、築50年を超える施設が約56%を占めてぃる。
・学校で起こるいじめやトラプノレ響は増加、複雑化してぃる。゜
'教育センターへの学校や保護者からの相談・検査・支援靈請は年々増加してぃる。
【課題】

令和2年度

教

'教員一人ひとりの心身の健康保持と、誇りとやりがいをもって職務に従事する環境を整備する。
・幼児の状況に応じた就学前教育の提供が必要である。゜
・学童指導員等のの処遇改善により、人員の充足を図'。
'幼稚園を含めた学校施設の老朽化対策の方針と更新i十画を明らかにする必要がある。
'学校で起こるいじめやトラブル等の解決に向けて、法的に適切な対応ができる支援制屋が必要である。
'教育相談、就学相談の相談員およびスクールソーシャルワーカー(SSW)の人員が不足してぃる。゜

'部局予算編成方針

部

2.予算編成方針
【目標】

'学校の人員体制の強化等働き方改革を進め、在校時問60時間を超える教員をゼロにする。
・区立幼稚園の認定こども園化の実現を図る゜
'子どもスキツプの学童指導員の定数を確保し、子どもスキップの質の向上を図る。
'千川中学校以降の学校改築を含め、学校施設の老朽化対策を計画的に実施していく。
.いじめやトラブル等の解決に向けて、「スクーノレロイヤー」の派造事業を行う。
.教育相談、就学相談担当またSSWの増員及び処遇改善を図る。
'インターナシヨナノレセーフスクーノレの認証取得、コミニニティスクーノレの運営を確実に進める。

【基本方針】
'豊島区教育ビジヨン2019に基づき、事業に取り組み、教育都市としまの実現に邁進する。
・豊島区学校における働き方改革推匙プランを着実に雍進する。゜
'福祉と教育の連携による幼児の就学前教育の充実及び区立玩稚園の認定こども園化の実現を図る。
'国の方針も踏まえ、令和2年度末までに、「学校施設長弄命化計画q反称)」を策定し、今後の学校或築、長寿命
化改修、計画修繕等の方針を明らかに,・る"

'子どもスキツプ条例に基づいて全ての児童が学年を超えた交流を広げる子どもスキップの実現を図る。
'いじめの予防に努めていくと共に、起きてしまった問題にっいては適切な対応により、早期の解決を図る。
'教育相談、SSW等の相談体制の充実を図り、特別な支援を要する子どもと家庭、学寝への支援を強化¥る。

様式1

3.重点施策

1・学校の働き方改革推進事業経費【拡充】45,630千円(うち職員関係経費29,051千円)
(1)出退勤システムの拡充一・15,139千円'ハ"
(2)部活動指導の充実一・4,480千円(部活動指導員2名の配置、外部指導員の勤務回数延480回増)
(3)スクーノレ・サポート・スタッフ配置事業一・26,011千円(16校⇔全30校に配置)

2. 就学前教育の充実【拡充】4,182千円(うち職員関係経費2,992千円)
(1)長期休業中の預力拘保育の充実一・2,843千円(1園⇔全3園で実施)'
(2)特別な支援を要する子どもに対する教育の充実一・1,339千円(特別支援補助1名増)

3,職員関係経費会計年度任用職員
学童指導員の机酬額の増額 4,166千円

4.学校施設の長寿命化計画策定事業経費
長寿命化計画策定支援業務委託料 8,4妬千円

5.区立学校法律相談事業【新規】1, 289千円
スクールロイヤーの配置一・1,289千円

6.教育相談経費、スクールソーシャルワーカー経費【拡充】 16,035千円
(うち職員関係経費15,820千円)'

教育相談員の体佑躬剣ヒ・ー・4,642千円(1名増就学相談担当4名=5名)
SSW非常勤職員の体市嘱金化一一Ⅱ,393千円(2名増 3名→5名)

【拡充】4,166千円(うち職員関係経費4,
(月額3,600円増)"'

8,415千円

166千円)
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1.現状と課題
【現状】
令和元年度は統一地方選挙、参議院議員選挙の実施と後処理業務を中心に行った。
区内の小中高等学校での選奉出前授業、模擬投票、生徒会選挙等への選挙資器ネ子の貸出しなど、若年層に対す
る意識啓発の向上を図る取辧且みを継続して実施している。また、平成28年から実施してぃる池袋駅に直結した東
武'西武両百貨店での期日前投票所の開設にっいて、選挙人の利便性と投票率の向上のため継続的に行ってい
る。

【課題】
令手吃年7月東京都知事選挙の着実な実施。
衆議院解散による衆議院議員選挙の執行も視野に入れた執行準備体制の構築。
東武・西武百貨店を含めた期日前投票所の開設とそのあり方のさらなる検証。
政治意識と投票率向上のための啓発事業の継続実施。゜
指定禿設での投票にかかる外部立会人の執行体制の發備。
適切な選挙時執行体制の構築。゜

令和2年度部局予算編成方針

選挙管理委員会事務局

2.予算編成方針
【目標】
1.東京都知事選挙の適正な執行を図る。
2.選挙啓発活動の充実。
3.東武・西武百貨店を含めた期日前投票所の開設期間等の検証。
4・衆議院選挙の課題把握と検討を行う。ただし衆轟院解散による総選挙の実施時期にっいては特定できないた
め、令和2年度当初予算は経常経費の計上にとどめる。"

【基本方針】
選挙の適正な執行により、選挙に対する区民の信頼をより高める。1

選挙人の利便性を高める取辧且みを検討し、投票率の向上をめきす。
選挙啓発活動を進め、政治およぴ選挙への関心を高める。
業務の効率化を進め1執行経費の節減をめざす。゜
選挙時に適切な従事者を配置する。
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様式1

3.重点施策

1.都知事選挙執行経費 125,526千円

投票管理者・立会人報酬、選挙事務従事職員手当、各種業務の委託、備品の購入など。

4
5



1.現状と課題
【現状】
定期(部局・施設)監査、決算審査、財政健全化法に基づく健全化判断比率審査、工事監査、財政援助団体等監
査、行政監査、例月出霜検査を監登計画に基づき実施してぃる。監査の結果にっいては、監査ごとに結果報告書
を作成し公表している。また、監査結果における指摘事項にっいて、監査対象に措置状況の提出を求め、その内容
を公表している。区長、区議会からの監査請求、また住民監査請求へは、迅速かっ適切に対処する体制を整えてぃ
る。

【課題】
内部統制導入に伴う監査体制強化のための職員の実務能力の向上
監査基準の策定に伴う監査体制の整備
実効性のある指摘を行うための財務情報の収集手法および分析手法の開発
不適正な事務処理・不祥事の未然防止等、全庁的な内部統制推進への積極的関与
指定管理者、業務委託、補助金等の事務事業など多様な実施対象に対応できる監査技術の習得
監査に必要な専門性を確保するための外部専門家のさらなる活用
各種監査結果の指摘・指導事項及び意見・要望事項の改善等の実効性を確保するためのフォローアップの実施
区民に対するわかりやすい監査情報の提供

令和2年度部局予算編成方針

監査委員事務局

4.

2.予算編成方針
【目標】
公正で効率的な区政運営を推進し、区民の区政に対する信頼を維持向上するため、事務局の限られた予算及ぴ人
員体制を効率的、効果的に活用しながら、監査委員による監査にっいて、監査対象の重点化と監査水準の高度化
を図り、より一層実効性のある監査を実施、・る。"

【基本方針】
配当された予算を有効に活用し、適法性の確保を基本に経済性、効率性、有効性を重視した監査を実施するため、
玖の取弊且みを行う。

(D監査基準に従い、適法性について厳格な監査を実施する。
(2)納税者の視点をもって、多額の税が継続して、または新たに投入される事務事業など、重点を定めて監査を
実施する。"'小血

(3)監査対象の経済性、効率性及び有効性に対し監査委員が具体的な事例をもって意見を述べることができる
よう、事案の検証体制を整備し、分析・評価技術を向上させる。

(4)工事監査における監査委員監査を技術的に支援するため、専門性と外部からの視点を持った技術士への事
前調査委託を引き続き、実施する。。

(5)指定管理者、外郭団体に対する監査精度を上げるため、公認会計士による予備監査を引き続き、実施する。
(6)各種監査結果の指導・指摘及び要望・意見事項にっいて、所管部局の改善等の措置を確実に余めるため、
措置状況を把握し公表等の必要な措置を実施する。'

(フ)区政の透明性向上に資するため、区民に対する監査制度の周知や監査結果等の情報提供をホームページ
掲載などにより実施する。

様式1

3.重点施策
監査費 11,300千円

監査委員に関する経費
・人件費 9,300千円
・費用弁償等 277千円
・事業費 44千円

事務局に関する経費
・監査事務委託(財政援助団体等監査)
・技術士調査委託(工事監査)
・研修等参加費
・一般事務経費その他

750千円
260千円
H千円
655千円
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1.現状と課題
【現状】

豊島区議会では、開かれた議会を目指し、本会議・予算特別委員会・決算特別委員会をインターネットでライプ中継
しているほか、常任委員会、特別委員会、議員協議会の録画中継をホームページで公開してぃる令和元年第3回
定例会からは、本会議初日及び一般質問の中継に手話通訳を導入し、障がいのある方も傍聴.痴聴しやすぃような
方策を推進してきた。また、区議会の会議録をホームページで閲覧できるようにし、区民への情机公開を進めてぃ
る。さらに、区民に区議会の活動に関心を持ってもらえるように、区議会定例会の日程のポスターを区内掲示板に掲
載したり、区議会だよりを発行し、議会情報の広報に積極的に取り組んでぃる

令和2年度部局予算編成方針

区議会事務局

【課題】

区民に開かれた議会実現のため、より一届区民が議会情報を早く取得できるように、迅速な会議録の作成や、障が
いのある方などが議会の傍聴や議事録の閲覧なとが利用しやすぃように、議会施設や議会システムのさらなる整備
が求められてぃる。'

2.予算編成方針
【目標】

正副議長の補佐役として、各会派や区長部局との調整に留意し、効率的な議会運営に努める。また、開かれた議△
の実現に向けて、区議会の活動に対する区民の理解をより一層得るため、広報などの活動の§らなる充実を図る。

【基本方針】
(1)本会議インターネット中継の一部への手話通訳導入を引き続き実施する
(2)区議会広報活動の充実の一環として、「区議会だより」臨時会号及び新年号の全戸配布を実施する

様式1

3.重点施策

1.インターネットによる議会中継経費 4,281干円

区議会の本会議や委員会のインターネット中継映像配信業務経費
本会議インターネット中継の一部への手話通訳導入経費

2.議会広報関係経費 14,255千円

区議会だより全戸配布等経費
その他区議会だより発行等経費

3,148千円
1,133千円

4,410千円
9,845千円
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